
2026 年 2 月 9 日作成 第 1.1 版 

「保存期慢性腎臓病患者における腎性貧血管理に関する検討 −PREDICT trial 二次解析−」

に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2011 年 12 月 1 日〜2014 年 4 月 31 日にダルベポエチンアルファによる非糖尿病性慢性腎疾患患者の

透析導入延長効果に関する検討（PREDICT trial）に参加された方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：本研究では慢性腎臓病の患者さんの腎性貧血の管理において、どのような患者さんで高い

ヘモグロビン（Hb）濃度を目標とする治療の恩恵が得られやすいか、また他にどのような管理をする

ことが良好な腎機能の維持や少ない合併症につながるかといったことを調査します。これらを明らか

にすることで、腎性貧血管理を最適化し、慢性腎臓病の方の予後改善に繋がることが期待されます。 

研究方法：PREDICT trial のデータを利用し、対象者を年齢、性別、原疾患、腎機能、尿蛋白などの基

準によりグループに分け、各グループにおける高 Hb 治療の有用性を評価します。また、登録後 4 週

間までの間の Hb 上昇速度により高 Hb 治療の有用性が異なるかを評価します。他にもどのような腎性

貧血管理が有用かを明らかにするための探索的な解析を行います。 

研究期間：実施承認日から 2029 年 3 月 31 日までを予定しています。 

 

３．研究に用いる情報の種類 

年齢、性別、身長、体重、喫煙歴、飲酒歴、慢性腎臓病の原疾患・罹病期間、心血管病既往、服薬

歴、血圧、血液検査所見、尿蛋白、ダルベポエチンアルファ投与量、登録施設 

 

４．外部への情報の提供 

外部へ情報を提供することはありません。 

 

５．研究組織 

名古屋大学大学院医学系研究科 腎臓内科学 

研究責任者：丸山彰一 

 

５．利益相反 

研究責任者が、本研究で使用されたダルベポエチンアルファの製造会社である協和キリン株式会社から

個人収入を受領しているため同社と利益相反関係にあります。また、本研究を実施する名古屋大学大学

院医学系研究科 腎臓内科学は、製薬会社などの団体からも寄付金を受けて研究を行っています。しか

し、これらの企業は本研究の計画立案、実施、解析に一切関与しないようにしております。加えて、利

益相反関係に無い研究者も研究組織に含まれるため研究の中立性は担保されます。 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
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また、情報が本研究に用いられることについて対象者もしくは対象者の代理人の方にご了承いただけ

ない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合にも患者さんに

不利益が生じることはありません。 

 

○照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

名古屋大学大学院医学系研究科 腎臓内科学 

丸山彰一（研究責任者） 

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 番地 

TEL：052-744-2192、FAX：052-744-2209 


